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論　　文　　の　　要　　旨

　本論文は，代数学の多元環の表現論に属するもので，tria㎎ulated　catego．yの叩ot1e並，局所化，余

局所化と，reco11e鵬鮒に関する研究が主要な部分である。3章からなる。第I章では，先ずAをアー

ベル圏として，CをAのSerrec1assとすると，AよりAのCによる叩ot1e就c就egoryA／Cへの自

然な関手が，Aの導来圏D＊（A）からA／Cの導来圏D＊（A／C）への自然な関手を引起し，それは

D＊（A）の，Verd1erの意味での，躯isse部分園Dc＊（A）関するqむotie航になっていることを証明

している。ここでDc＊（A）はho狐ologyがCに属するAのco理1ex全体を表す。さらに，tria㎎む一

批ed　c就egoryの局所化，あるいは余局所化を∂一f独㏄torで舳y　fait肘ωなrig趾adjo1鮒を持つもの，

あるいは∂一童㎜ctorで舳y鮎h刷なleft　adj◎intを持つもの，としてそれぞれ定義して，それらが

アーベル圏のそれと類似な性質をもつことを示し，又，双局所化が，Beil1ns㎝，Bemste1員，De1igneに

よるt－structureに同値な事を示している。さらに，A一加群の圏からB一加群の圏への左完全な関手

Fにより引き起こされる導来圏の聞の導来関手が余局所化である場合には，Fは，あるparを1a1ti1t1㎎

聰odu1e　Tλでその準同型環B上射影次元が有隈なものにより引き起こされるものであることを証明し

ている。宮地氏はさらに，射影次元が1以下のpartial　tilti㎎㎜oduleは，準同型環上の射影次元につ

いての条件なしに，加群の導来圏の問のquotie就を引き起こすことを証明している。さらに応用とし

て，Parぬ1肚i㎎㎜odu1e　Tλがその準同型環B上の射影次元が有限のときには，Tλの直既約な直和因

子の同型類の個数はAの単純加群の個数を越えないことを示している。この定理はpartia1ti豆ti㎎

㎜oduleのti1ti㎎臓odωeへの拡大の可能性の間題に関連して興味深いものである。第皿章では，環準
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同型写像，あるいは巾等イデァルにより引き起こされる，加群の導来圏の聞の関手が，局所化，余局

所化あるいはreCOne聰e趾になる必要十分条件をいくつか提示している。このうち，巾等イデァル

AeA（e2＝e）から得られる関手がreco11eme雌になる場合については，g1．di㎜eAeが有限のときには，

一部分はαine，Parsh釧，Scctt，1988年により知られていた。宮地氏はさらに，原始巾等元より生成さ

れるイデァルAeAが，reco11e聰entを引き起こす必要十分条件はAeAが，両側で，A上射影的なるこ

とであることを証明し，さらに，このときAの大局次元が有限の時には，AeAはhereditary　idea且で

あることを証明している。第胚章では，一般化されたti1t1㎎㎜oωeの係数拡大の問題を，Ricardの

t肚i㎎co畷p1exの場合に一般化して研究した。そうして，係数拡大が可能なときには，可環子をとる

操作で，フロベニウス拡大が保存されることを証明している。

審　　査　　の　　要　　旨

　導来圏は臨。tshome，1966年により導入されたが，それが多元環の表現論に於いて活発に研究され

始めたのは，ユ986年頃に，砒i㎎測odωeが射影次元が有隈の場合に一般化されて，それが加群の圏の

導来圏の聞の圏同値を引き起こす事が知られてからである。宮地氏は，当初よりt肚i㎎鰍oωeと導

来圏の研究に取りかかり，αine，晦sha11，Scott等の研究をよく吸収し，それを発展させた。その研究

成果は，特に独創性のある新しい概念に富むわけではないが，他に良く先行して，多くの基本的な結

果を含みラ又，徹底したもので，この分野の研究の発展に大いに寄与するものと考えられる。

　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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